
平成 28年度第 2回小城市環境審議会 議事概要 

 

開催日時  平成 28年 10月 31日（月） 14：00～ 

開催場所  小城市役所 大会議室 

 

【出席委員】 

染谷委員（会長）、牧瀬委員、渡辺委員（副会長）、御厨委員、於保委員 

 

【事務局】 

市民部長、環境課長、環境課参事、環境課副課長、環境課廃棄物対策係長、環境課施

設係長、環境課環境係主事 

 

 

 

○第 2次小城市環境基本計画諮問 

諮問書を小城市長から染谷会長へ 

 

○第 1次小城市環境基本計画進捗状況報告 

   第 1 次小城市環境基本計画の 82 施策の進捗及び各基本目標の数値目標（平成

27年度実績）について事務局より説明。 

            平成 27年度小城市環境基本計画進捗状況（平成 27年度） 

            資料１  資料 3  資料 4 

質疑応答 

（資源物に関する質疑） 

（委員） 27年度の資源物量（1529ｔ）に集団回収分も含まれていますか。 

（事務局） 含まれています。 

（委員） 集団回収の実施団体が 41団体は行政区数からすると少ない。 

    実施団体が増加するよう取り組んでください。 

（不法投棄に関する質疑） 

（委員） 不法投棄監視員の名簿は公表できますか。 

（事務局） 可能です。後程お知らせします。 

 

（市内一斉清掃に関する質疑） 

（委員） 市内一斉清掃の参加者数（8163人）は春と秋の合算ですか。 

（事務局） 春と秋の合算となっています。 

（委員） 参加割合（51.4%）は世帯数で算出されていますか。 



（事務局） 世帯数での算出です。 

 

（有明海クリーンアップに関する質疑） 

（委員） 参加者数が少ないようだが、参加に対する PRはどのように行っていますか・ 

（農林水産課） 

    呼びかけについては、漁協が組合員、市が議員と職員へ行っています。結果

を市報で報告をしていますが、今後も参加者増にむけて取り組んでいきます。 

 

（みどりのカーテン事業について） 

（委員） みどりのカーテンの優良事例を紹介したらどうですか。以前もお話をした

と思いますが、紹介事例等の先進地は大阪市です。市民の取り組み意識の向

上の意味からも、恒常的に PR できる HP、市報を活用して是非取り組んでく

ださい。 

（事務局） 独自に取り組んでいる環境イベント「エコフェスタ」において、取り組

み事例の紹介を行っているところです。以前からご提案いただいている事例

については貴重なご意見として今後の参考とさせていただきます。 

 

（自然観察会に関する質疑） 

（委員） 清水竹灯りがこの項目に入っているのは少し違和感をおぼえます。基本目

標「環境を守り活かす地域づくりの推進」の分野がいいのでは考えますが。 

（事務局） 清水というロケーションを見ていただくということからこの項目に入れ

ております。 

 

（地産地消に関する質疑） 

（委員） 学校給食における地元産の使用割合等がわかりますか。数字的なものがあ

りましたらお願いします。 

（教育総務課） 

    詳細な数字が今説明できませんが、野菜は地元産、米飯も地元産となってい

ます。ただ肉については、地元産、県内産、国内産の順で使用をしていると

ころです。 

（委員） 食育という意味からも重要です。子どもたちの地域に対する誇りにもつな

がるので今後とも是非推進してください。 

 

○第 2次小城市環境基本計画（案） 

   計画の体系等について事務局より説明。 

  （1）基本目標 環境基本条例によるものであり第 1次計画から変更はありません。 



（2）基本的施策 1次と 2次の計画について基本的施策に若干の修正があります。 

                                資料 2 

① 「すぐれた自然環境と多様性豊かな生態系の保全」 

      自然環境に特化したもので整理 

② 「清くさわやかな生活環境の確保」 

      周辺環境に配慮したものとして整理 

③ 「家庭から始める地球環境保全行動の推進」 

      循環型社会の形成分野（４R）を基本的施策②から③へ 

④ 「歴史・文化と共生する快適な住環境の創造 

歴史、文化に特化したもので整理 

⑤ 「環境を守り活かす地域づくりの推進」 

地域での環境醸成の取り組みについて整理 

 

※ 第 2次の計画の体系中、基本的施策については審議会承認 資料 5 

    （3）計画策定のポイントについて 

     ※「取り組みやすい」「わかりやすい」「子どもも参加する」「百人の一歩を

目指す」をポイントに内容をつめていく。 

 

    （4）今後のスケジュール 

（事務局） 次回審議会から（今年度と 29年度で）第 2次計画について具体的に審議

していただくことになります。1回の会議で 1～2つの基本目標を審議するよ

うな日程でと考えていますが、開催日程については、会長のスケジュールと

調整をしながら進めたいと考えております。 

     

（委員） 無理のない日程でお願いします。 

 

○その他の事項 

 ・木材チップを活用した発電事業の話を聞いた。地域の中でもこのような取り組み

ができるのか、この審議会の意見等も参考とさせていただきたい。 

 

 ・審議会開催日程について、委員の出席が多くなるような日程で調整してください。 

  

 ・会議の資料が多く、事前（1 週間前程度）に配布をしてください。審議会では事

務局の説明が大半で審議する時間がほとんどないです。  

 

閉会 


